
Amazon刈り取りノウハウ 

■ Amazon刈り取りとは 

「Amazon上で商品の仕入れをしてAmazonで販売すること」 
「相場よりも安く出品されている商品を買い取って、適正価格に戻して販売する」 

＜刈り取りする3パターン＞ 

・最安値と2番手の価格差が大きい時 
・自己発送とFBAの出品で価格差が大きい時 
・プレ商品が通常価格で在庫復活 

＜Amazon刈り取りのメリット＞ 

①仕入れが簡単で翌日には届く 
②検品が不要（Amazon以外からの購入の場合、簡単な検品が必要） 
③返品・返金が可能 

＜Amazon刈り取りのデメリット＞ 

①値崩れにあう可能性がある 
②Amazon刈り取り1本で稼ぐのは難しい 
③リスト作成に時間がかかる 

 
＜Amazon刈り取りの流れ＞ 

①Keepaのトラッキングに商品を登録 
　↓ 
②値下がり通知がきたら刈り取る 
　↓ 
③適正価格で出品する 
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■ Keepaについて 

 導入方法、使い方については、まとめサイトを複数みて勉強すること 

 有料登録は必須。Chrom拡張のKeepaも導入しておくと便利 

■ 刈り取りノウハウ1 

 適正なKeepa設定  

デフォルトの目標価格：30% 
　→20%を推奨しているサイトが多いが、20%だと値崩れた時にすぐ赤字になる。 

トラッキング対象：10年 
　→1年を推奨しているサイトが多いが、1年だと1年後に全リストの再設定が必要となる。 
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■ 刈り取りノウハウ2 

トラッキングの登録数  

・最低1000件 
・推奨は2000-3000件 
・MAX5000件 

※トラッキング登録はKeepa拡張を使うと便利 
→Amazonの商品ページから直接登録ができるようになる 
 

 

 

 

3
トラッキング入力は、 
真ん中の「新品」だけでOK



■ 刈り取りノウハウ3 

トラッキング価格の設定  

①価格が安定してる場合 

 現在の最安値から30%引いた金額を設定  

 

※特に変更せず、デフォルトの目標価格（30%）のまま、トラッキングを開始 
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②価格が上下している場合 

 安定して売れている価格から30%引いた金額を設定 （39800円✖ 0.7） 
 

③突発的な安値がある場合 

 安値の少し上の価格に設定 （34000円） 

※現在価格での売れゆき＋利益がでるかどうか確認必須 

※突発的な安値出品は繰り返されることが多い 
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④Amazon在庫切れ✖ プレ値の場合 

 Amazon価格の少し上の価格を設定  
　 
※Amazon在庫復活を狙う：以前のAmazon価格で利益が出るか計算必須 
 

 ↑ 
8000円に設定 

 

刈り 

　↑ 
  3500円に設定 
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■ 取りノウハウ4 

 トラッキングする商品ピックアップ  
 

①「メーカー名」＋「キーワード」で検索をかけ、1万円以上の商品を登録 
　（Amazon検索＋Keepa拡張を使用） 

例：「Panasonic ドライヤー」「CASIO 電子辞書」「SONY カメラ」 

※バリエーションがある場合は、バリエーションごとに登録する 

※1万円以下は絶対ではない：1万円以上の方が利益を出しやすい 

 

②気になる商品を登録 
　→類似商品、違う型番、違うバリエーションも登録しておく 

 

③Twitterなどで参考事例を真似して登録 
 

おすすめ：コバ@刈り取り王 

※紹介してる事例を、そのままトラッキング登録＋類似商品を登録 
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■ 刈り取りノウハウ5  

 スピード刈り取り  

 
＜刈り取りの流れ＞ 

①メールに値下げ通知→Amazonページに移動 

②最安出品と他出品との価格差を見極める 

③最安出品の在庫数とコンディション説明を確認 

④刈り取り 

※他出品との価格差があり、FBAの場合は③を飛ばして購入 

基本的に早いもの勝ちなので、1秒でも早く購入完了する必要がある。 
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＜最安出品と他出品の価格差について＞ 
 

 

　 1番目を刈り取って、2番目の価格で出品するパターンが多い  
　＝2番目の出品価格で利益が取れるか瞬時に判断する必要がある。 

※FBA出品の場合、購入直後にキャンセルできるので、とりあえず購入確保するのもあり 

※最安の価格帯に複数の出品者がいる場合、刈り取りしない方が無難。 
　→人数が少ない＋在庫数が少ない場合、複数をまとめて刈り取る時もある 
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＜最安出品の在庫数とコンディション説明について＞ 

基本的に在庫は全て刈り取ること 

※最安出品者の在庫数が大量で刈り取りが難しい場合は刈り取りしない方が無難。 

※ 極端に相場より安い場合は、箱なしや欠品ありの新品の場合もある。 
　→コンディション説明に記載があるので要確認。 

※FBA出品の場合は、キャンセルや返品が容易なので、購入後の確認でOK 
　自己発送出品の場合は、購入前に確認しておく方が無難 

■ 刈り取りノウハウ7 

＜検品の有無＞ 

  Amazon出品刈り取りの場合は検品の必要なし 
　→それ以外の出品者から購入した分は、念の為に検品した方が無難 

※ 素人出品や詐欺出品の場合もあり、箱破れ、傷ありのパターンも多々ある。 

※商品に問題がある場合、すぐに返品をおこなう。 

＜適正な出品価格＞ 

①最安で出品：利益は少ないがすぐに売れる。 

②適正価格で出品：売れるのに3ヶ月～半年くらいかかる。 

※ Amazon出品を刈り取った場合は、最安出品の方が無難。 
　 →Amazon在庫が大量復活した場合、値崩れして死亡するの注意。 

※廃盤商品は価格が上下するので適正価格で売れることが多い。 

10


